
令和６年度第１回鳥取県協働連携会議の概要について 

 

・日  時  令和６年 10 月 21 日（月）午後 2時 00分～3 時 15 分 
・場  所  県立図書館２階大研修室 ※WEB 会議 
・出席委員  委員 11名中８名出席 
       事務局：行財政改革推進課、他関係課 
 

【会議の概要】 

Ⅰ 民間提案事業サポートデスクに関すること 

民間提案事業サポートデスクにおいて、令和３年４月１日から令和６年９月末までに対応した提案・相談

案件（101 件）のうち、提案者と担当課で検討・実施し、対応方針案や対応結果が出た案件（提案実現・一

部実現 11件）について検証を行った。 

１ 提案実現・一部実現の案件（11件） 

（１）ペットツーリズムによる観光振興…鳥取県×松風荘旅館   

＜提案内容＞ 

・ペット同伴者が利用可能な施設・交通手段が少なく、ペット同伴観光客向けの情報整理もなされていな

いことから、ペット同伴観光客の受入に向けて県と連携したい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

・令和４年４月に県内のペットツーリズムを推進する実施主体として鳥取県ペットツーリズム協議会を設

立。「ペットも飼い主も一緒に楽しめる旅行」の達成に向けて、以下の取組を実施した。 

①ペット同伴可の施設の開拓＆情報収集・発信、ネットワーク形成 

ペットツーリズム協議会のサポーターと連携し、ペット同伴者の状況把握に関するアンケートやマナー

周知活動を実施。 

②ペット同伴者に向けた情報発信の強化 

令和５年９月に鳥取県ペットツーリズム協議会の公式ホームページを開設。県内のペット同伴可能施設

を掲載したエリアマップや、公共エリア等で快適に過ごすためのマナー等を掲載。また、ペット同伴者

の入店可否について一目でわかるピクトグラムシールの作成、表示を行った。 

＜委員からの主な意見＞ 

ペットツーリズム協議会のホームページを見たが、本当に分かりやすかった。今後鳥取県をペット同

伴で観光したい方が、検索エンジンで「ペット同伴」と検索したらすぐにヒットするように更に繋げて

いけたらより観光しやすくなると感じた。 

 

  （２）デジタル関連の人材育成・仕事供給・産業振興に向けた連携…鳥取県×スマートワーク（株） 

   ＜提案内容＞ 

   ・同社知見・ノウハウを活かして、デジタル関連の人材育成や仕事創出、事業継続、環境整備を県と連

携して行いたい。 

   ＜対応方針案・検討結果＞ 

・令和５年度以降「とっとりリモートワーカー育成・実践事業」として、県内のリモートワーカーの

育成や就労支援、及び企業のリモートワーカー活用を推進する組織を立ち上げるとともに、「持続発

展的なリモートワーカー育成等に関する協定」を締結。 

・リモートワーカー育成プログラムの実施、リモートワーカー同士の情報交換のための SNS 上のコミ

ュニティの設置、県内企業に対するリモートワーカー活用促進に向けた普及啓発を実施している。 

・リモートワーカーとしての活動等により収入がアップしたという方も複数おり、デジタル人材育成

と経済的自立の両面において成果を挙げている。 

＜委員からの主な意見＞ 

・非常に良い取組で、鳥取県の人口減少対策にもつながると感じる。育成プログラムには、定員を上

回る多くの応募があるが、来年度以降も継続して実施されるのか。また、SNS 上のコミュニティでは、

仕事に繋がるようなネットワークや情報供給等はできているのか。 

⇒令和６年度は、定員 80名程度に対し約３倍の申し込みをいただいたところ。次年度以降については、

予算事業であるため確約はできないが、担当課としては継続したい意向はあり、申込状況を勘案した



事業の中身や定員の設定を行っていきたい。 

SNS 上のコミュニティについては、リモートワーカーの活動として有用な情報について、県から提供

するとともに、リモートワーカー同士で共有できるような形としている。 

 

（３）「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」に関する連携…鳥取県×日本郵便（株） 

  ＜提案内容＞ 

   「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」の開催にあたり、県と連携を図りたい。 

      ＜対応方針案・検討結果＞ 

   ・令和６年 10月に県内で開催される「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」の開催にあたり、大会ボラ

ンティアへの登録、大会 PR をはじめ、県内郵便局に様々なご協力をいただいた。 

   （協力いただいた取組） 

    オリジナルフレーム切手の販売（令和６年８月３０日～）、大会ボランティアへの登録、県内の郵便

車両への大会 PR ステッカーの貼付、ねんりんピック会場における宅配便受付窓口の設置 等 

   ＜委員からの主な意見＞ 

    特になし 

 

（４）地方創生における社会実装～県民の生活交通確保や介護予防・自立支援に資する連携～ 

                    …鳥取県×オムロンソーシャルソリューションズ（株） 

＜提案内容＞ 

 県民の介護予防・自立支援に資する取組について、自社のノウハウを活用して県と連携したい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

・市町村が行う自立支援・介護予防の取組に民間のノウハウを導入し、効率的・効果的な事業実施を支

援するため、令和６年度当初予算において「鳥取方式フレイル予防対策推進事業」が予算計上され提案

者と契約を締結。 

・オムロン（株）主催の研修会の実施や、オムロン（株）独自の調査票による介護予防事業等に関する

具体的な取組状況やサービス利用者の動向を分析することにより、市町村が実施する高齢者の自立支

援・介護予防に関する地域マネジメント力向上支援を実施。 

＜委員からの主な意見＞  

特になし 

 

（５）生活習慣病予防・重症化予防推進に係る提案…鳥取県×（株）人間と科学の研究所 

＜提案内容＞ 

睡眠時無呼吸症候群をはじめとする生活習慣病の早期発見・早期治療に向け、県主催のセミナー等を

通じて自社で開発した機器（ウェアラブル生体センサ BIT（以下 BIT））を使って睡眠状態を計測する参

加者を募りたい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

  第 18 回「緑の感謝祭」において、健康政策課が実施するストレスチェックブースを活用して、BIT

の説明会を実施。その結果、17 名の計測申込があったため、BIT を無料配布、睡眠状態を計測いただき、

提案者から各個人へ解析結果のフィードバックを行った。 

＜委員からの主な意見＞ 

  特になし 

 

（６）トリピーを活用した鳥取県 PR 事業の提案…鳥取県×（株）skyer 

＜提案内容＞ 

 県外観光客等からトリピーへの関心が高い現状を踏まえ、トリピーを活用した鳥取県の PR を実施し

たい。具体的にはグッズ販売、イベントの運営等を実施したいので、必要な手続きを教えてほしい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

・提案内容が鳥取県の PR 目的であるため、グッズ販売であれば商標使用申請を、イベント運営であれ

ばトリピー着ぐるみを貸出することが可能。 

・提案者による着ぐるみを活用したイベント（鳥取ミライ人創造プログラム 2023）にて、トリピーがス



ペシャルゲストとして登場し、イベントの盛り上げに寄与した。 

＜委員からの主な意見＞ 

 特になし 

 

  （７）電子ピアノの寄贈を通じた鳥取県の地域活性化への貢献…鳥取県×カシオ計算機（株） 

   ＜提案内容＞ 

   音楽を通じた人と人との交流を促進し鳥取県の地域活性化に貢献することなどを目的として、鳥取砂

丘コナン空港へ自社の電子ピアノを寄贈させていただきたい。 

  （※経緯）令和５年９月に鳥取砂丘コナン空港で開催された「100 万人のクラシックライブ」で、同社 

電子ピアノ Privia「PX-S7000」（寄贈品と同製品）を使用したことを契機として、寄贈の申し

出があった。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

    関係課と協議を進め、電子ピアノの贈呈及びそれに伴う贈呈式の開催（注１）、寄贈品である電子ピ

アノを使用した演奏会（注２）を開催した。贈呈後は、国際線ターミナル２階ロビーに Music Tapestry

（曲調や強弱等の要素に合わせてリアルアイムで絵を生成する技術）と併せて設置しており、電子ピア

ノの演奏により生成された絵をディスプレイに表示する体験ができる。 

   （注１）日時/場所 令和 6 年 5 月 12 日（日）午前 10 時 30 分から 10 時 50 分  

鳥取砂丘コナン空港 1 階 コナンホール 

出席者 カシオ計算機株式会社、鳥取県、鳥取空港ビル株式会社 

（注２）100 万人のクラシックライブ 

主催：一般社団法人鳥取県地域教育推進局、共催：株式会社 M&A ベストパートナーズ、 

協力：一般財団法人 100 万人のクラシックライブ 

       贈呈式終了後、同会場にて贈呈いただいた電子ピアノを使用した演奏会を開催し、「名探偵コナンのテーマ曲」

や「チャルダッシュ」など有名なクラシック曲を披露した。 

   ＜委員からの主な意見＞ 

    特になし 

 

   （８）「健康測定会」実施にあたっての連携…鳥取県×明治安田生命保険相互会社 

    ＜提案内容＞ 

    「地元の元気プロジェクト」の一環として従業員向け健康測定会を支援する制度について、県の関係

団体での実施にご協力いただきたい。 

 ＜対応方針案・対応結果＞ 

 ・県出資法人に対して所管課を通じて制度の周知を実施し、周知した法人に対しては、提案者からの

直接提案を実施。実施意向のあった公益財団法人鳥取県産業振興機構において健康チェックイベント

（ベジチェック測定、血管年齢測定）を実施。 

 ・イベントの実施により、日頃の食生活の見直し等健康への意識向上につながったとの声をいただい

た。 

 ＜委員からの主な意見＞ 

  特になし 

 

   （９）「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」に関する連携…鳥取県×楽天モバイル（株） 

    ＜提案内容＞ 

    ここ近年、ねんりんピック開催の際には、開催県との連携により大会の盛り上げに協力をしており、

「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」の開催にあたっても、県と連携を図りたい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

 ・楽天モバイル株式会社から広告協賛をいただくこととなり、令和６年７月４日（木）に感謝状贈呈

式を開催した。 

  （協賛内容）楽天 HP、楽天アプリに、ねんりんピック鳥取大会の特設ページを開設し、大会を PR 

 ・令和６年８月末より、県庁舎１階受付カウンターに、「楽天シニア」アプリのチェックインスポッ

ト（注３）端末を設置。 



 （注３）楽天シニア」アプリの歩数計で 4,000 歩以上を達成し、加盟施設の店頭に設置しているチェックイン端末に

チェックインをした方にポイントを付与することで、歩くことを促し、健康増進につなげていく（県内導入施設（令

和 6 年 9 月末時点）：３か所（丸由百貨店、楽天モバイルイオンモール日吉津店、鳥取県庁）） 

 ＜委員からの主な意見＞ 

 特になし 

  

（10）農業者向けセミナーの開催…鳥取県×（株）ポーラ 

    ＜提案内容＞ 

    地域での女性活躍推進や就活メイク支援での就労サポートなど日頃から取り組んできたが、さらに

鳥取県に役に立てることがあればと思い、連携を希望する。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

   ・担当課から民間提案事業サポートデスクに女性農業者向けに講習会を開催したいため、熱中症対策

や紫外線対策等の講師を依頼できる民間事業者を紹介してほしいとの相談があったため、本県との連

携を希望している株式会社ポーラを紹介した。株式会社ポーラから是非とも協力したいとの意向があ

り、８月９日（金）に講習会の開催が実現した。 

・講習会の概要 

      ・座学（シミ・しわの原因や紫外線）、実技（洗顔方法、個別の肌分析体験、簡単なメイク） 

     ・クレンジングは肌の土作り、汗をかいたまま放置すると顔がキュウリの塩もみのようになって

しまうからこまめに汗を拭き取ることが大切…など、農業者にとって理解しやすく解説を行っ

ていただいた。 

 ＜委員からの主な意見＞ 

  この案件は（株）ポーラからの提案というよりも行政内部からの提案が経過の中にあったようにも

みえる。どちらがスタートでも支障はないと思うが、流れとしてどうだったのかというところを確認

したい。 

⇒（株）ポーラから様々な面で県と連携していきたいという話をいただき、同じタイミングで西部農

業改良普及所からも研修会の講師選定について相談を受けたという相思相愛の状態。当課の民間提案

事業サポートデスクを通じて両者をマッチングでき、サポートデスクが浸透してきたと感じる事案だ

った。 

 

（11）医療健康分野の提案～眼の健康コンテンツに関する連携～…鳥取県×日本生命保険相互会社 

＜提案内容＞ 

「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」開催に際して、自社が進めている眼の健康に着目したコンテ

ンツを展開したい。 

＜対応方針案・対応結果＞ 

「ねんりんピックはばたけ鳥取 2024」に協賛（広告協賛金 100 万円（日本生命保険相互会社 50 万円、

ニッセイ情報テクノロジー（株）50 万円）いただき、併せて大会会場に協賛企業 PR ブースを設け、

啓発ブースを設置いただいた。 

＜委員からの主な意見＞ 

特になし 

 

 ２ 取下げ・その他の案件について 

   事務局から取下げ・その他の案件（９件）について、説明を行った後、質疑応答を実施した。 

   ＜委員からの主な意見＞ 

    取下げについては、事務局でしっかり検討されたうえで判断されたことだと認識しているが、せっか

くの提案なので、提案者に対するフォローや声掛け等、県のスタンスをお聞きしたい。 

    ⇒基本的なスタンスとして、ご提案いただいた段階では、方向性だけで内容が決まっていないという

案件が非常に多い。そのため、まずは内容を確認し、ほぼ 100％担当課とともに話を聞きながら事業

化を模索したり、この形であれば連携が可能ではないだろうかというやりとりをさせていただいてい

る。残念ながら連携が難しい場合もあるが、丁寧なフォローと方向性についての検討は必ず行うよう

にしている。 



 

 

Ⅱ その他  

１ 情報発信について 

＜委員からの主な意見＞ 

提案実現事例について、協働連携会議での報告だけではもったいないと思うが、何か事例発信のような

ことはされているのか。提案を応募される方へのメリット等を分かるように発信すると、先ほど紹介のあ

った（株）ポーラと西部農業改良普及所（案件（10）農業者向けセミナーの開催）のように、県と民間事

業者のマッチングが最短で行えるようになるのでは。 

    ⇒県のホームページにおいて、これまで実現した案件を一覧で掲載。その中でいくつかピックアップし

て提案実現内容の詳細を掲載しているところで、今ご指摘のあった点も工夫して、一層発信していきた

い。また、県外本部のメールマガジン、鳥取県のＳＮＳ、商工会議所等へのチラシ配布等、様々な媒体

を活用して情報発信に努めているところだが、職場内で相談しながら考えて、しっかり広報を行ってい

きたい。 

 

 ２ 会議資料の様式について 

  ＜委員からの主な意見＞ 

   提案実現案件について、１回のイベントで終了する内容もあれば継続している取組もある。例えば参考

資料に継続している案件は分かるような表記をする等、委員と情報共有いただければありがたい。 

⇒ご意見に沿って工夫して参りたい。 

 


